
「児童生徒の自殺予防に関する普及啓

発協議会」を開催しました

文部科学省と県教育委員会との共催で、７

月18日に県立教育センターを会場として「北

陸ブロック児童生徒の自殺予防に関する普及

啓発協議会」を開催し、県内外から教職員182

人が参加しました。

協議会では、文部科学省初等中等教育局児

童生徒課生徒指導室いじめ・自殺等対策専門

官の早川 信哉氏より、文部科学省の自殺予防

教育の取組等について行政説明が行われまし

た。その後、加古川市教育委員会学校支援カ

ウンセラー阪中 順子氏より、「知っておきた

い子どもの自殺予防」をテーマに、求められ

る学校と教職員の役割について講義をいただ

きました。

重要かつ喫緊の課題に対して、正確な知識

に基づく取組に繋げるための貴重な時間とな

りました。

【協議会の様子】

「令和２年度～令和４年度県立高校等

再編整備計画」を公表しました

県教育委員会では、生徒一人一人の夢をか

なえる特色ある学校づくりの推進を目指して、

県立高校等再編整備計画を公表しました。

当該計画は平成28年３月に策定した学校・学

科のあり方についての中長期的なビジョンで

ある「県立高校の将来構想」に基づき、中学

１年生が高校入学時の学校・学科のおおよそ

の姿が分かるように、向こう３か年分につい

て公表するものです。

本計画の策定にあたっては、「魅力と活力あ

る学校づくりを推進する」ことを基本的な考え方

とし、小中学校の在籍生徒数や各高校の志願

状況、中学生の進路希望に加え、教育に対す

る社会のニーズや県の課題にも留意しています。

本計画に示した３か年分の募集学級数の見

込みは、現時点でのデータに基づく見通しで

あり、令和２年度の募集学級数ならびに募集

定員については、今後最新の学校基本調査の

結果を踏まえ、10月の教育委員会の議決によ

り決定される予定です。

←「県立高校等再編整備計画」

は高等学校課のHPよりダウ

ンロードできます。

※「新潟県県立高校等再編整備

計画」で検索してください。
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新潟県教育委員会８月号

教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。

＜今月号の記事＞ 対象校種
１：教育ニュースライン Ｐ１ 全種
２：スクールカウンセラー等配置拡充事業について Ｐ２～３義務
３：「学ぼう新潟の知恵」支援事業について Ｐ４～５全種
４：埋蔵文化財センターにおける職場体験について Ｐ６～７義務
５：インフォメーション Ｐ８～10全種



不登校やいじめ、暴力行為等の問題行動、

児童虐待等の件数が増加傾向にある現在の状

況において、児童生徒や保護者の抱える悩み

を受け止め、学校におけるカウンセリング機

能の充実を図るために、心理に関する専門的

な知識・経験を有する学校外の専門家として

スクールカウンセラー（以下ＳＣ）を積極的

に活用する必要があります。

昨年度まで行っていた「ＳＣ学校派遣事業

（県単独事業）」と「ＳＣ等活用事業（文部科

学省1/3補助事業）」を一元化し、ＳＣをすべ

ての小・中・義務教育・特別支援学校に配置

する「ＳＣ等配置拡充事業」を開始しました。

１ 総配置時間の増加

今年度のＳＣの総配置時間は、小・中・特

別支援学校合わせて31,850時間となっていま

す。これは、昨年度の全中学校と小学校50校

への総配置時間24,662時間と学校派遣に伴う

総派遣時間2,400時間を合わせても、4,788時

間の増加となっています。

２ 配置のポイント

昨年度までの方式では、中学校への配置割

合は100%でしたが、小学校への配置割合は13.

8%に止まっていました。今年度は生徒指導上

の課題が増加してきている小学校への支援を

充実させ、小・中学校の接続及び連携を視野

に入れた支援体制の充実を図るため、中学校

区を単位としてＳＣを配置しました。

３ ＳＣの配置パターン

１人のＳＣの勤務は、週１日(７時間)×35

週を基本とし、(1)～(3)のグループに配置し、

１グループ当たり年間で245時間以内としま

す。グループ内の学校間で話し合い、学校の

実情を考慮して、柔軟に時数配分ができるよ

うにしています。

(1) ２つの中学校区を１グループとしてＳＣ

を１人配置（２つの中学校区内の学校を兼

務）

(2) １つの中学校区を１グループとしてＳＣ

を１人配置（１つの中学校区内の学校を兼

務）

(3) 複数の県立特別支援学校を１グループと

してＳＣを１人配置

ＳＣの職務は、児童生徒を対象とする相談

のほか、保護者及び教職員を対象とする相談、

教職員等の研修、事件・事故等の緊急対応に

おける児童生徒等の心のケアなど、多岐にわ

たっており、学校の教育相談体制に大きな役

割を果たすことが求められています。

＜具体的な職務内容＞

１ 不登校、いじめ等の未然防止、早期発見

及び支援・対応等

①児童生徒及び保護者からの相談対応

②学級や学校集団に対する支援

A中学校区

B中学校区A中学校区

A中学
校

E小学
校

D小学
校

B中学
校

F小学
校 G小学

校

H特支

スクールカウンセラー

A中学
校B小学

校

C小学
校 D小学

校

E小学
校

F小学
校

C小学
校

スクールカウンセラー

A特別支援
学校

スクールカウンセラー

B特別支援
学校

C特別支援
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③教職員や組織に対する助言及びコンサル

テーション

④児童生徒の理解、児童生徒の心の教育、

児童生徒及び保護者に対する啓発活動

２ 不登校、いじめ等を学校として認知した

場合またはその疑いが生じた場合、災害等

が発生した場合の支援

①児童生徒への支援

②保護者への助言及びコンサルテーション

③教職員や組織に対する助言及びコンサル

テーション

④事案に対する学校内連携・支援チーム体

制の構築・支援

これまでの教育相談では、事後の個別事案

への対応に重点が置かれていました。しかし、

問題の長期化・複雑化を防ぐためには、未然

防止・早期発見等が重要であることから、相

談があった場合のみの対応だけでは不十分で

す。以下の点に留意し、積極的に児童生徒の

成長支援及び教職員への支援等に向けてＳＣ

の有効活用を図ってください。

１ 教職員全体の共通理解

児童生徒の生徒指導上の諸課題の解決は、

児童生徒の指導の責任を負う学校が組織的に

行うものです。児童生徒への対応をＳＣに任

せきりにせず、配置のねらいやＳＣの専門性、

役割等についてすべての職員が理解し、校長

のリーダーシップのもと、ＳＣを組織の一員

として活用してください。

２ 教育相談コーディネーターの配置・指名

教育相談コーディネーターは、学校全体の

児童生徒の状況を把握し、関係職員や関係機

関等と連絡調整を図るなど、児童生徒の抱え

る課題の解決に向けて調整する役割を担いま

す。また、ＳＣへの働き掛けや相談計画の立

案など、ＳＣが効果的な支援を行うことがで

きるようにサポートする役目があります。

３ 校内体制への位置付け

ＳＣが事後対応だけでなく、予防的な対応

を行うためには、校内の生徒指導にかかわる

会議（生徒指導委員会、いじめ・不登校対策

委員会等）に出席するなど、ＳＣが助言及び

支援できる体制をつくり、組織的な対応が図

られるように配慮してください。

４ 学校種間の連携

児童生徒の育ちを継続的に支援していくた

めには、小・中・特別支援学校等の異なる学

校種間において、切れ目のない支援を行うこ

とが必要です。中学校区への配置の趣旨を踏

まえ、学校種間において情報を共有し、児童

生徒への理解を深めるとともに、有効な支援

を引き継ぎ、さらに発展させることが大切で

す。

５ 児童生徒・保護者等への周知

ＳＣを効果的に活用するためには、学校だ

よりやホームページ等を介して、活動の様子

を保護者や地域の相談機関等に周知するとと

もに、保護者会等を利用してＳＣを紹介し、

役割や業務の内容を説明することが必要です。

昨年度、県内の６中学校の生徒を対象に行

った県配置によるＳＣの満足度調査の結果で

は、ＳＣの存在について十分に生徒に周知さ

れていないという結果が見られました。必要

なときにはいつでも相談できる身近な存在と

して児童生徒が感じることができるように、

授業や各種行事等の場面でのふれあいの機会

を設けるなど、日頃の学校生活の中で児童生

徒とのかかわりを広げることが大切です。

ＳＣを有効に活用した教育相談体制の構築

には、校長の強いリーダーシップとマネジメ

ント力が必要です。児童生徒にかかわる様々

な課題を解決するために専門家が学校に入り、

教員をバックアップするチーム学校としての

取組をお願いします。
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県教育委員会では、これまで「郷土愛」や、

社会人・職業人として生きていくために必要

な「基礎的・汎用的能力」の育成を目指し、

キャリア教育に取り組んできました。今後も

社会参画意識を醸成することや、自分の将来

を自分で設計する力を育てることを目的とし、

地域参画型のキャリア教育の推進に取り組み

ます。

今回は、その取組の一環として実施する「キャ

リア教育連携推進事業 学ぼう新潟の知恵支

援事業」について紹介します。

「学ぼう新潟の知恵」支援事業は、児童生

徒に夢や目標を描かせ、キャリアプランニン

グ能力を育むことを目的としています。著名

人や企業人等を講師として学校に派遣し、キャ

リア教育にかかわる講話等を実施することで、

学校の取組を支援するもので、事業に係る事

務は県立教育センター内の「キャリア教育推

進ステーション」が担当しています。

事業には、「『知恵伝』講師派遣コース」と

「派遣費用助成コース」の２種類があります。

「『知恵伝』講師派遣コース」は、キャリア

教育推進ステーションが作成する『知恵伝』

という講師リストから、目的に合った講師を

各学校が選ぶものです。

『知恵伝』講師リストには、以下のような

団体、企業の講師登録があります。

表１ 『知恵伝』リスト登録団体・企業一覧

医師会・介護福祉士会・看護協会・行

政書士ＡＤＲセンター新潟・漁業協同組

合連合会・銀行協会・写真館協会・商工

会議所連合会・商工会連合会・森林組合

連合会・すし商生活衛生同業組合・中小

企業団体中央会・調理師会・電気工事工

業組合・新潟ニュービジネス協議会・に

いがた文化の記憶館・日本青年会議所新

潟ブロック協議会・農業法人協会・美容

業生活衛生同業組合・弁護士会・保育連

盟・マスメディア関連企業（新潟日報・

ＢＳＮ新潟放送・ＮＨＫ新潟放送局・Ｎ

ＳＴ新潟総合テレビ）・薬剤師会・理容

生活衛生同業組合・旅館ホテル生活衛生

同業組合

（平成31年２月現在五十音順）

「派遣費用助成コース」は、各学校がふさ

わしい講師を独自に選定し、派遣に係る費用

の一部を助成するものです。

申込みまでの流れや申込み方法については、

次項で紹介しますので、御活用ください。

１ 事業実施期間

(1) 受付期間

４～５月とします。ただし、それ以降も派

遣講師の定員に達するまで、先着順に随時申

込みを受け付けます。

(2) 派遣期間

５月から翌年２月までとします。この期間

外に実施したい場合には、事前に担当者へ相

談してください。

２ 事業実施の流れ

(1) 申込み様式のダウンロード

申込みに必要となる各種様式等を、｢県立教

育センター キャリア教育推進ステーション」

のｗｅｂサイトからダウンロードしてくださ

い。

http://www.nipec.nein.ed.jp/sc/careerstation
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(2) 実施計画書、申込書の提出

ダウンロードした様式を基に、実施計画・

申込書を作成し、電子メールに添付して申し

込んでください。

【申込先】「キャリア教育推進ステーション」

担当者メールアドレス

ueyama.takashi@pref.niigata.lg.jp

(3) 事業対象校の決定及び通知

実施計画・申込書の内容について、目的、

期待される成果、予算、運営面等の観点から

審査を行い、結果を各学校宛にメールで通知

します。

(4) 準備・実施

講師の選定及び派遣手続きや当日の運営は、

実施校が行います。ただし、「『知恵伝』講師

派遣コース」の一部については、「キャリア教

育推進ステーション」が対応する場合があり

ます。

(5) 事業終了報告書の提出

事業終了後、「事業終了報告書」を提出して

ください。

(6) 費用の支払い

事業終了報告書等の提出後、「キャリア教育

推進ステーション」が事務手続を行い、費用

を講師の口座に直接支払います。

１ 昨年度の事業実績

表２ 「『知恵伝』講師派遣コース」派遣実績

校種 学校数 講師数

小学校 12校 21人

中学校 11校 15人

高等学校 ３校 ４人

特別支援学校 ２校 ２人

表３ 「派遣費用助成コース」派遣実績

校種 学校数 講師数

小学校 ５校 ５人

中学校 ５校 ５人

高等学校 なし なし

特別支援学校 ２校 ２人

２ 実践例

(1) 魚沼市立須原小学校

日 時 平成30年９月26日(水)

講師名 櫻井 祐貴 氏（魚沼市立小出病院

医師）

対 象 ６年生 15人

内 容 医師の仕事ややりがい

医師になるためには など

(2) 胎内市立乙中学校

日 時 平成30年９月25日(火)

講師名 小川 正樹 氏（斑鳩建築 代表）

対 象 ３年生 33人

内 容 仕事への心構えについて

木の特徴を生かした建物について

など

(3) 県立荒川高等学校

日 時 平成30年６月13日(水)

講師名 宗像 英夫 氏（新潟日報社 読者

局ふれあい事業部主任）

対 象 ３・４年生 60人

内 容 「新聞」を武器にするために

～新聞を効率よく読み、活用するた

めには～

【胎内市立乙中学校での授業の様子】

本事業はこれまでにも、小学校・中学校・

高等学校・特別支援学校すべての校種で利用

され、実績を積み重ねています。地域社会と

連携し、児童生徒に夢や目標を描かせ、キャ

リアプラニング能力の育成を支援するこの事

業の活用について、是非御検討ください。



新潟市秋葉区「花と遺跡のふるさと公園」

内にある県埋蔵文化財センターでは、県内の

遺跡発掘調査で出土した土器や石器などの遺

物について、年代や特徴を詳しく分析し、報

告書にまとめる作業を行っています。また、

木製品や金属製品などの腐食しやすい出土品

を後世に伝えるために保存処理を行っていま

す。そして、各時代の代表的な遺物を常設展

や企画展で公開し、県民への普及啓発を図っ

ています。

こうした専門的な仕事を理解していただく

ために、中学生を対象とした職場体験を行っ

ています。また、小学校についてはキャリア

教育の一環として、一般公開していない仕事

場の見学が増加しており、なかには職場体験

を行う学校もあります。本号では、職場体験

の内容や取り組みについて紹介します。

１ 中学校の職場体験

職場体験のメニューは、遺物整理・保存処

理・普及啓発の３つに分かれます。それぞれ

普段私たちが仕事をしている部屋で行うため、

仕事場の雰囲気を感じることができるのも特

徴です。

遺物整理は、発掘調査では出土品一点一点

に遺跡の名前や出土位置、地層、遺構番号な

どを記した荷札を付けています。この大切な

情報を出土品に記入する註記(ちゅうき)を行

います。土器や石器一点ごとに面相筆を使っ

て数ミリサイズの字を書き入れなければなら

ず、根気のいる作業です。次に、バラバラに

出土した縄文土器の接合作業を行います。土

器片の位置関係や文様のつながりを識別しな

がらパズルのように接合します。こうした縄

文土器の正確な図面を作成することを「実測」

と呼びます。土器の表面に濡らした画仙紙を

破れないように貼り付け、墨を均一に打ち、

文様の拓本を取ります。そして、土器の断面

の厚さをキャリパーで測り、真弧(まこ)を当

ててカーブや凹凸を記録します。こうした専

門的な道具を使うのも当センターならではの

仕事です。最後に、土器の色調や特徴を記入

し完成です。

【縄文土器の拓本取り】

保存処理は、壊れやすい木製品と金属製品

を扱います。木製品の保存処理はトレハロー

ス液に含侵して行いますが、処理前の水洗い

を行っていただきます。また、経過を記録す

るために台帳用の写真撮影も行います。金属

製品は室町時代に使われていた銭貨をエタノー

ルで洗浄し、さび落としの準備をします。そ

して、専門書を使って銭名を解読する作業を

体験します。

【銭貨の銭名解読作業】
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埋蔵文化財センターにおける職場体験について

県埋蔵文化財センター・文化行政課
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普及啓発では、イベントで使う景品作りな

どの準備をします。展示については、目的の

設定、計画作成、展示品の選定と解説文の作

成、広報、予算などを説明し、出土品の展示

作業や収納作業を体験します。

最後に、お客様役の職員に対しセンターの

紹介をしてもらいます。生徒は職場体験で印

象に残った事柄を織り交ぜながら、詳しい解

説ができるようになっています。

＜中学校の職場体験のプログラム例＞

①センターの機能を知る

②遺物整理

・土器や石器などの遺物の種類を知る

・石器の註記と縄文土器の接合

・縄文土器の拓本を取り、実測図を作成

③保存処理

・木製品の水洗いと収納

・金属製品の洗浄と銭貨名の解読

④普及事業

・体験学習の方法と道具準備

・勾玉作りや火起こしの実践

・展示方法の学習

・展示室における展示作業の実施

⑤体験のまとめと発表

２日間。時間は各50分。

２ 小学校の職場体験

キャリア教育支援のため、小学校の校外学

習のプログラムとして職場見学を実施してい

ます。

【模造の縄文土器で接合体験】

専門的な技術を要するセンターならではの

仕事を見学することは、児童にとって大きな

刺激になると考えています。さらに効果を高

めるため、模造の縄文土器を使った接合体験

を取り入れています。複数の人数で協力して

土器を組み立て、本物と同様に土器の形や文

様の理解につながります。

職場体験に参加した生徒からは、歴史を伝

える仕事の意義を理解したことや、今後の仕

事を考えるうえで参考になったとの感想が寄

せられています。平成30年度は新潟市秋葉区

内の中学校３校が利用し、小学校は２校が土

器接合体験をしました。今後、多くの学校に

利用いただくよう周知を図ります。

＜職場体験に参加した生徒の感想＞

・職員のみなさんはとても細かい作業をし

ていました。私の憧れの仕事風景を間近

で見るという貴重な体験ができました。

・ディバイダーやキャリパーなどを使って

厚み、長さ、文様までを細かく書きとめ

なければいけないと分かり、とても大変

な仕事だと思いました。

・大変だったのは、展示していた土器を一

つ一つチェックし、袋の中に入れること

です。保管する場所、順番が決まってい

たことにも驚きました。

・一つの出土品を展示するまでにたくさん

の時間がかかり、そのことを来館者に伝

えるということはとても大変な仕事だと

いうことを感じました。

センターが実施する職場体験は、郷土の歴

史に直接触れて、学ぶことができる点が特徴

です。ぜひ御利用をお待ちしております。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん
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●県立万代島美術館（新潟市）
企画展「MOE 40th Anniversary
人気絵本のひみつ展 島田ゆか 酒井駒子

ヒグチユウコ ヨシタケシンスケ なかやみわ」

©YUKA SHIMADA/OJIGI BUNNY INC./KOMAKO SAKAI/
YUKO HIGUCHI/SHINSUKE YOSHITAKE/MIWA NAKAYA/
HAKUSENSHA

国内外の絵本作家・児童書作家と信頼を築き、絵
本に関する最新情報を幅広い世代に向けて発信して
きた月刊雑誌『MOE（モエ）』。その前身である『絵本
とおはなし』の創刊から数えて40周年を記念し、5人
の人気作家―島田ゆか、酒井駒子、ヒグチユウコ、
ヨシタケシンスケ、なかやみわ―による絵本原画展
を開催します。
子どもたちだけでなく大人からも支持される5人の

貴重な絵本原画約200点を一堂に展示するほか、スケ
ッチやダミー本、設定資料など絵本制作に関わる資
料や大切にしているゆかりの品々も展示。また、自
身の絵本体験や作品作りへの想いなどを語った作家
の言葉を紹介し、作風も経歴も異なる5人の作家それ
ぞれの魅力と世界観に迫ります。

○会 期 開催中～９月23日(月・祝)
○休 館 日 ８月５日(月)、８月19日(月)、

９月９日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般1,100円(900円)

高校・大学生900円(700円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が
免除になります。受付で御提示ください。

【関連イベント】
◆なかやみわ トーク＆サイン会
○日 時 ８月25日(日) 午後２時～
○会 場 万代島美術館ロビー
○その他 トーク＝申込不要／参加無料

サイン会（15時15分頃～）＝要申込
○サイン会申込方法

８月１日（木）10時から電話受付（025-
290-6655）。先着50名様。当館ミュージア
ムショップで購入した対象書籍（「やさい
のがっこう」シリーズ）またはポストカ
ードセットが必要です。サインはお一人
様１冊まで。

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/

●県立近代美術館 （長岡市）

9月14日(土)リニューアル・オープン

～１年ぶりの展覧会です～

【コレクション展】
■第1期 9月14日(土)～12月8日(日)
〔展示室 １･２〕 国民文化祭応援事業

新潟の美術 小特集 横山操
当館の所蔵品の中から、新潟県出身の作家の作品を

選んで紹介します。
中でも、燕市（旧吉田町）出身で戦後の日本画壇を

リードした横山操のコーナーを特設し、大作を中心に
展示いたします。

横山操《炎々桜島》1956年

〔展示室 ３〕 近代美術館の名品

近代美術館を代表する国内外の名品を
選りすぐって紹介します。
当館が誇るモネや岸田劉生などの

名品も１年ぶりに展示いたします。

ジョン・エヴァレット・ミレイ

《アリス・グレイの肖像》1859年

《教育普及プログラム》対話型鑑賞

学校向けの教育普及
プログラムとして『対
話型鑑賞』をお薦めし
ています。主体的・対
話的で深い学びの場と
して活用してください。
※詳細は当館ホームページ
でご確認ください。 《ロダン作品の前で対話型鑑賞》

県立近代美術館
住所 長岡市千秋3丁目278-14
TEL 0258-28-4111
URL https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/
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●県埋蔵文化財センター（新潟市）
県埋蔵文化財センター講演会

第５回「蔵王遺跡出土鏡と新潟県におけ
る古墳時代の鏡」を開催します

【佐渡市蔵王遺跡の内行花文鏡】

企画展「佐渡の王－蔵王遺跡－」関連講演会。古墳
時代の銅鏡はほとんどが古墳から出土しますが、蔵王
遺跡では集落から出土しています。蔵王遺跡出土鏡を
中心に古墳時代の新潟県内から出土した銅鏡について
検討します。
○期 日 ８月25日(日)
○時 間 午後１時50分～午後３時20分
○会 場 県埋蔵文化財センター
○講 師 高野 晶文氏（三条市地域経営課）
○定 員 80名（当日定員になり次第締切）
○参加費 無料
○申 込 不要（手話通訳・要約筆記が必要な方は

１か月前までにご連絡をお願いします）

少年少女考古学教室 第２回「竪穴住居の
観察とクルミ割り体験」を開催します

遺跡から出土した土器
や石器にふれ、様々な体
験活動をとおして古代の
人々の知恵や生活を学び
ます。今回は、新潟市秋
葉区の古津八幡山遺跡で
竪穴住居を観察した後に、
木の実を採集し、クルミ
を石で割る体験をします。 【古津八幡山遺跡で

考古学者を目指そう！ 木の実採集】

○期 日 ９月８日(日)
○時 間 午前９時～12時
○参加費 無料
○対 象 小学４年生～中学３年生
○定 員 20名（定員になり次第締切）
○申 込 電話・FAX・メールで９月６日(金)までにお

申し込みください。

県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育支援プロ
グラムを用意しています。詳しくは下記ホームページ
を御覧ください。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん

●文化行政課 世界遺産登録推進室
【世界遺産連続講座(第２回)】
「石見銀山と佐渡金銀山」を開催します
世界遺産登録を目指す佐渡金銀山について、その

歴史・文化に関する調査成果を紹介します。

【龍源寺間歩（石見銀山）】

〇期 日 ９月７日(土)
○時 間 午後１時30分～３時
○会 場 ほんぽーと 新潟市立中央図書館

多目的ホール
(新潟市中央区明石２－１－10)

○講 師 仲野 義文 氏(石見銀山資料館 館長)
○参加費 無料
○定 員 100名 要事前申込み

(お申し込みは下記へお電話ください。)

新潟県教育庁文化行政課世界遺産登録推進室
住所 新潟市中央区新光町４－１
TEL 025-280-5726
https://www.sado-goldmine.jp/
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●第29回全国産業教育フェア新潟大会

農業、工業、商業、水産、家庭、看護、福祉、情報
などの専門学科で学んでいる全国の高校生が新潟県に
一堂に会し、専門高校等における特色ある教育活動の
成果と魅力を発信する「第29回全国産業教育フェア新
潟大会」を開催します。

○期 日 10月26日（土）、27日（日）
○会 場 朱鷺メッセ、アオーレ長岡、

新潟市食育・花育センター
○主なイベント
全国の専門高校等の作品展示、体験・実演コーナー、
全国高校生デパート、ファッションショー、
高校生カフェ、キッズビジネスタウン、
実習船見学 など

【各種競技の全国大会】
フラワーアレンジメントコンテスト、
ロボット競技大会、介護技術コンテスト、
ツアープランニングコンテスト、
クッキングコンテスト、
プログラミングコンテスト

入場は無料です。ぜひご家族そろってお越しいただ
き、高校生の活躍を御覧ください。参加型のイベント
もあります。多くの方のご来場をお待ちしています。

★詳しくは、大会ホームページを御覧ください。
https://www.sanfair2019.nein.ed.jp/

新潟県教育庁高等学校教育課指導第２係
TEL 025-280-5612

※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Web
ページﾞアドレス）をクリックすると、直
接該当Web ページにジャンプしますので
御活用ください。

※県ホームページからバックナンバーも御覧
いただけます。「新潟県 教育月報」で検索
してください。

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
Web版URL http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/
**本紙に関する御意見がありましたら、お寄せください**
＜無断転載を禁ず＞


